
元特定幹事

京都大学 産官学連携センター

木村 亮

関西支部会員海外派遣研修援助制度

関西支部のユニークな
海外派遣研修事業を振り返る
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どこがユニークだったのか

• 後々まで継続させる事業（１９年間）

• 学会本部が口惜しがるようなこと

• 人への影響の大きさを痛感した制度

• 君は永久幹事だ ７０周年記念事業 記念誌

本格的な国際社会の到来という時代の潮流
の中で，次代の土木界を担う学生会員およ
び若手一般会員の方々に，諸外国の技術や
文化に対する理解を深めていただき，さら
には国際感覚を育んででいただくことを目
的として実施 （５０万円まで援助）
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研修制度を利用した研修生の学年（学生のみ）

博士課程 7.2%

修士課程 33.7%

学部生 59.0%

国公立 3.6%
私立 3.6%

私立 4.8%

国公立
28.9%

国公立
28.9%

私立 3.6%

高専
26.5%

高専 26.5%
学 生 ８３名
社会人 １１名
合計 ９４名



各年の派遣者数と派遣者の男女比
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研修生の選考方法

９月末 研修計画の提出（1000字以内）
１０月 １次選考（書類）
１１月 第２土曜 ２次選考（面接）

１２月から出発まで 研修計画指導

５月 内部報告会
６月 大学・高専での報告会

（映画会と同時に）



海外研修先のアポ 手紙 → FAX → Eメール

英語の認定証 中国語の認定証



義務は報告書，報告会，支部だより

派遣研修生の感想文のタイトルから

よくも思い切ったことをしたものだ
感謝！感謝！今日の私があるのも

この研修制度のおかげです
僕はいまだイタリアの「とりこ」
世界を見てから土木を見よう
初めての海外！
学びのきっかけ
ちょっとした冒険
思い入れの深い国
人生を変えた研修でした
かけがえのない貴重な経験
魅力ある研修制度



研修生からの便り 支部長の方々へ

エジプトより

イタリアより
イタリア語で書かれたハガキ



研修生の訪問国 （４７ヶ国 ２４９４日）



研修生の訪問先（大市大 ４回生 金田さん）

ドゴン村，崖斜面上の日干し煉瓦と泥の家

バンディアガラ（崖）

ドゴン族
（写真はhttp://4travel.jp/sekaiisan/bandiagara/より引用）

マリ共和国

http://4travel.jp/sekaiisan/bandiagara/
http://4travel.jp/sekaiisan/bandiagara/


永久幹事としてアフリカは私の得意とするところだ

ケニア トゥルカナ エルモロ族

サハラ
縦断



私の足跡



研修生の訪問国 （４７ヶ国 ２４９４日）



元永久幹事の個人的な感想

• ９４名の瞳の輝き
一人で長い日数旅行した後の自信に
満ちた姿 初めての海外

世界の窓を通して日本を見る
自分が外国に行かずとも楽しかった仕事

• 基金の果実での運営
退官された先生方からの寄付金

（２１名）
研修援助基金創設

（平成元年 ３１1０万円）



もう一度復活させることは不可能
なのか？

関西支部の関西支部らしさは
個人の寄付での運営は無理か

１００万円で運営できる
毎年３名の目を輝かせたい

私たちは次代の土木界を担う若者
たちへ何ができるのか？



特定幹事等（昭和６２年度～平成８年度）

昭和62年度 昭和63年度 平成1年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度

幹事長
土岐　憲三
（京都大学）

足立　紀尚
（京都大学）

松井　保
（大阪大学）

渡邊　英一
（京都大学）

高田　至郎
（神戸大学）

田村　武
（京都大学）

角野　昇八
（大阪市立大学）

真嶋　光保
（大阪市立大学）

戎井　章浩
（㈱ﾆｭｰｼﾞｪｯｸ）

原内　康隆
（三井建設㈱）

山崎　聡一
（神戸市）

北田　正彦
（道路公団）

浜田　信彦
（阪神高速道路公団）

川井　隆司
（神戸大学）

青木　伸一
（大阪大学）

道奥　康治
（神戸大学）

重松　孝昌
（大阪市立大学）

今井　正人
（京都大学）

小田　和弘
（大阪大学）

中山　昭彦
（神戸大学）

豊福　俊英
（関西大学）

道奥　康治
（神戸大学）

特
定
事
業
幹
事

担
当
幹
事

木村　亮
（京都大学）



（平成９年度～平成１７年度 合計 約４５名）

平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

池淵　周一
（京都大学）

嘉門　雅史
（京都大学）

田村　武
（京都大学）

川谷　充郎
（神戸大学）

宮川　豊章
（京都大学）

山崎　聡一
（神戸市）

多田　隆司
（関西電力㈱）

眞鍋　英規
（㈱冨士ﾋﾟｰ･ｴｽ）

吉田　信之
（神戸大学）

平松　祐之
（西日本旅客鉄道㈱）

塩谷　智弘
（大阪市）

川村　幸男
（大阪市）

小笹　展啓
（㈱修成建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

高橋　直樹
（㈱ﾆｭｰｼﾞｪｯｸ）

吉村　文章
（兵庫県）

飯田　克弘
（大阪大学）

松村　暢彦
（大阪大学）

豊福　俊英
（関西大学）

辻本　剛三
（神戸高専）

上中　宏二郎
（神戸高専）

石丸　和宏
（明石高専）

岸田　潔
（京都大学）

木村　亮
（京都大学）
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後々まで継続させる事業
学会本部が口惜しがるようなこと

人への影響の大きさを痛感した制度
私は永久幹事だ



マリを旅立つ前の正直な感想は“やっと帰
れる”である．それほど，マリの国は，臭く，
暑く，砂ばかりできつい旅だったが，宿のな
い私を泊めてくれた家族，自分たちの遊び場
に連れて行ってくれた子供たち，自分とはか
け離れた世界に住む人と出会い，彼らの考え
方を学べたことは本当に幸運であったと思う．

また，研修ということから，あらかじめ目
的や問題提起を持つことで，これまでにな
かった視点で旅行できたことは知識の面だけ
でなく，自分の感性も成長させるものであっ
たように感じる． （金田さんの感想文）
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